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第２期みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン（案）に係るパブリック・コ

メントの結果について 

 

 

第２期みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン（案）の策定にあたり，盛岡広域８市町の

住民等から広く意見等を聴取しましたので，その結果をお知らせします。 

 

 

１ 実施概要 

(1) 実施期間  紫波町：令和３年２月 18 日（木）から３月 10 日（水）まで（21 日間） 

        その他市町は，令和３年３月 19 日（金）までに実施 

(2) 周知方法  各市町の広報誌及び公式ホームページへの掲載，報道機関への資料配

布，庁舎等への資料配置による。 

(3) 募集方法  郵送，ファックス，直接持参，メールフォームによる。 

 

２ 結果概要 

(1) 提出者数 ４名 

(2) 意見数 11 件 

(3) 意見の趣旨と各市町の考え方 

ア 八幡平市へ提出された意見 

No 意見の趣旨 各市町の考え方 
反映
区分

１ 北岩手・北三陸道路の整備促進

について，早期実現を希望する。

 北岩手・北三陸道路の整備促進につ

いては，今後検討する事業として位置

付けていることから，引き続き取り組

んで参ります。 

Ｄ 

２ 国道 282 号線道路整備事業を追

加してほしい。 

 いただいた御意見について，関係機

関と共有の上，今後の参考とさせてい

ただきます。 

Ｄ 

３ 国道 282 号線入口，通称滝沢分

かれ（滝沢市砂込地区）に盛岡工

業高校を移転させてほしい。 

 いただいた御意見について，岩手県

へ共有させていただきます。 

Ｄ 

４ 盛岡広域連携中枢都市圏ビジ

ョン懇談会委員について，現在

の委員構成では，八幡平市から

１名となっていることから，産

業界から１名追加してほしい。 

いただいた御意見について，今後の

改選の際に検討して参ります。 

Ｄ 
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 イ 滝沢市へ提出された意見 

No 意見の趣旨 各市町の考え方 
反映
区分

１ 平成２７年策定の戦略産業に

「盛岡広域圏には木質バイオマ

ス，地熱，風力など，エネルギー

資源が豊富・・・」とあるが，水

力発電についての記載がない。 

具体的取組に「小水力発電の取

り組み」を追加して頂きたい。 

 再生可能エネルギーの取組につい

ては，重要であると認識していること

から，小水力発電を含め豊富な自然を

活用した再生可能エネルギーの普及

に係る取組について，今後も引き続き

検討して参ります。 

Ｄ 

２ 盛岡駅，ＩＧＲいわて銀河鉄道

の１階改札を２階のＪＲ改札の

場所に移動し，JR 在来線と IGR の

乗り換えをホーム内で可能にす

るような調査研究事業を具体的

取組に追加して頂きたい。 

 駅舎の構造に関しましては，設置者

の所管となりますことから，いただき

ました御意見について関係機関へ共

有させていただきます。 

Ｄ 

ウ 雫石町へ提出された意見 

No 意見の趣旨 各市町の考え方 
反映
区分

１ 盛岡広域連携中枢都市圏ビジ

ョン懇談会の委員について，具体

的にどのような肩書の人たちか。

盛岡広域連携中枢都市圏ビジョン

懇談会については，盛岡市公式ホーム

ページ（http://www.city.morioka.i 

wate.jp/shisei/machizukuri/koikir 

enkei/1009711.html)にて公表してお

りますので，ご確認ください。 

Ｄ 

２ みちのく盛岡広域連携都市圏

ビジョンについて，どのような計

画でどのように推進しているか，

各自治体のホームページを見て

も検索できないことから，各自治

体のホームページに専用項目を

設けるべきではないか。また，ま

た各自治体ではどのような事が

行われたのか、町民に知らせる手

段を講じるべきではないか。 

 御意見いただきました，各市町の取

組状況や各市町の住民の皆様への周

知につきましては重要な課題である

と認識しておりますことから，今後の

参考とさせていただきます。 

Ｄ 

エ 紫波町へ提出された意見 

No 意見の趣旨 各市町の考え方 
反映
区分

１ 日本社会におけるジェンダー

指数が 153 か国中 121 位と低いこ

女性の活躍の機会が少ないことに

ついては，広域圏の弱みとして捉えて

Ｄ 
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とや，女性の働きやすさは欧米等

先進諸国に比してワースト 2 位と

いう低調さを,岩手の中央圏域内

で話題にし，文化や民度を高める

制度への取組みをあげて頂きた

い。 

いることから，ＳＤＧｓのゴールの一

つであるジェンダー平等を踏まえ，活

躍の機会を創出するという観点から

取組を進めて参ります。 

２ 政策決定の女性の参画による

意見が反映される仕組みについ

て，広域で検討実行出来るよう努

めてほしい。 

Ｄ 

３ 女性差別撤廃条約選択議定書

早期批准の推進力となることを

期待する。 

Ｄ 

 

反映区分は以下のとおり。 

「Ａ」：計画等に盛り込むもの    「Ｂ」：計画等に盛り込み済みもの 

「Ｃ」：計画等に盛り込まないもの  「Ｄ」：その他，要望・意見・感想等 


